
公共交通を軸とした
　　　　　　　コンパクトなまちづくり

　富山市では、利用者減少で廃止の危機に瀕したＪＲ富山港線を路
面電車化し、新しく生まれ変わった「富山ライトレール」を核とし
たコンパクトなまちづくりが行われていた。ライトレールは、高水
準のバリアフリー設計で、利便性の高い市民の足として定着していた。

富山県富山市

地域資源連結循環型農村を実現

　池田町では、町と住民が一体となり、地域
資源連結循環型農村を実現していた。その内
容は、生ごみの堆肥化による「食Ｕターン事
業」と、化学肥料を使わず農薬も１回以下に
するなど独自の栽培基準を設定した「池田町
ゆうき・げんき正直農業」、また収穫物は福
井市内のアンテナショップ「こっぽい屋」で
販売するというものであった。わが町の施策
に生かす多くのヒントを得ることができた。

福井県池田町

産業建設常任委員会

厚生文教常任委員会

産業建設常任委員会

わかりやすい目標で教育力が向上

　高島市では、各公立学校、児童・生徒が自ら数値目標や成果目標を公表す
るマニフェスト事業を実施している。その結果、児童・生徒、教育関係者の
取り組み方だけでなく、家庭や地域の方々の教育への参画が向上したとのこ
とである。この視察を通じ、教育力向上への施策として、町教育委員会に具
体的な目標作りを提言した。

　

千
葉
市
で
は
、
交
通
混
雑
の
緩
和
、
地
域

間
の
有
機
的
な
結
合
を
図
る
た
め
の
都
市
交

通
と
し
て
モ
ノ
レ
ー
ル
を
選
択
し
た
。
現
在
、

年
間
約
１
６
２
０
万
人
の
利
用
が
あ
り
、
重

要
な
公
共
交
通
機
関
と
し
て
機
能
し
、
周
辺

地
域
の
活
性
化
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

　

今
後
、
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸
に
お

い
て
も
、
地
域
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
の

で
、
実
現
に
向
け
一
層
の
働
き
か
け
が
重
要

で
あ
る
と
感
じ
た
。

滋賀県高島市

外国人生徒の学習支援とＩＴ活用で学校復帰

　可児市では、外国人児童に対しては、最低限の日本語やルールを
習得させる施設を設置し、また、不登校の児童・生徒に対しては、
ＩＴによる学習ソフトの活用やメール相談などを行い、学校復帰を
図っていた。児童・生徒一人一人に向き合おうとする市の教育に対
する姿勢は、大いに学ぶものがあった。

岐阜県可児市

厚生文教常任委員会

交
通
環
境
対
策

特
別
委
員
会

モ
ノ
レ
ー
ル
開
業
で
地
域
活
性
化
に
貢
献

千
葉
県
千
葉
市

　

船
橋
市
で
は
、
交
通
不
便
地
域
の
解
消
、
高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保
な

ど
を
、
経
費
を
抑
え
な
が
ら
実
現
さ
せ
る
手
段
と
し
て
、
民
間
の
送
迎
バ
ス

に
着
目
し
た
。
現
在
、
５
事
業
者
の
協
力
を
得
て
実
施
し
て
お
り
、
住
民
か

ら
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

わ
が
町
の
交
通
不
便
地
域
解
消
の
施
策
と
し
て
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。

官
民
協
力
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

千
葉
県
船
橋
市

基
地
対
策
特
別
委
員
会

青
森
県
三
沢
市

基
地
の
存
在
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

三
沢
基
地
は
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
三
沢
市
に
位
置
し
、

日
本
で
唯
一
、
米
軍
・
自
衛
隊
・

民
間
の
共
用
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

市
で
は
、
防
衛
省
と
人
事

交
流
を
図
り
、
施
設
整
備
を

進
め
た
り
、
基
地
と
の
共
存

共
栄
を
目
指
し
、
小
・
中
学

生
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
英
語

指
導
助
手
派
遣
、
イ
ベ
ン
ト

開
催
な
ど
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー

で
交
流
を
行
っ
て
い
る
。
基

地
問
題
の
住
民
協
働
で
の
働

き
か
け
や
、
交
流
の
在
り
方

は
大
い
に
参
考
と
な
っ
た
。


